
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 知的理解を図る上で大切にしたいポイント 

 

 

 

本単元は、人間の尊重についての考え方を、基本的人権を中心に深めさせ、法
の意義を理解させるとともに、民主的な社会生活を営むためには、法に基づく政
治が大切であることを理解させ、我が国の政治が日本国憲法に基づいて行われて
いることの意義について考えさせることをねらいとしている。 

本学習では、部落差別をはじめとする人権問題の具体的な例を取り上げ、日本
国憲法や法律による基本的人権の保障を理解させるとともに、法は、自分や他者
の人権を守り、または人権の侵害における救済のためのよりどころであることに
気付かせる。  
歴史的分野における人権の歴史を想起させ、現在の取り組みを考える学習活動

を通して、基本的人権の保障は、多くの人々の努力による成果であり、その保障
には、日本国憲法をはじめとする様々な法が大きな役割を果たしていることを理
解させたい。 

１ 本単元で人権教育を進めるにあたって 

 

日本国憲法に定められている基本的人権の種類やその内容を、具体的な事例を 

通して理解する。また、様々な人権問題と差別撤廃への取り組みについて理解し、
民主的な社会の形成者として、自ら進んで社会にかかわろうとする態度を身に付
ける。 

２ 単元の目標 

 

４ 指導のポイント 

 

◈日本国憲法に定められている基本的人権について、具体的な生活とのかかわり
からとらえられるよう工夫することで、人権問題の現状や改善への取り組みを、
法の果たす役割に注目しながら理解させる。 

◈読み物資料や新聞記事、統計資料などを活用し、自らの考えをまとめ、発表す
る場を設定することで、社会的事象をより具体的にとらえ、身近なものとして
実感させる。 

◈社会的事象を多面的・多角的に見て、考え、伝え合うなどの参加型学習を取り
入れることで、実践的知識を身に付けさせる。 

◈本単元では、既習事項の賤称語を扱うため、社会科の授業のみの指導に終わる
ことなく、人権教育主任等と連携しながら、事前に学年会等で学習内容につい
て検討したり、人権学習と関連させて指導したりするなどの工夫をする。また、
必要に応じて学級担任等の参観や、帰りの会等での事後指導を行う。 

部落差別をはじめとする人権問題について、その現状や解消への取り組みを、
具体的な事例を通して理解するとともに、法が差別解消に向けた取り組みに大き
な役割を果たしていることを理解する。（知識的側面） 

３ 人権教育を通じて育てたい資質・能力 
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（２）人権が尊重される授業づくりの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 指導計画（６時間取り扱い） ※東京書籍「２節 人権と共生社会」の例 

学習活動 人権尊重の視点を踏まえた指導上の留意点等 

１ 基本的人権と個人の尊重 
 ◈身近にある人権侵害の例や、人権

保障のためになされている取り組
みや工夫について話し合う。 

◈人権侵害の一例としてハンセン病訴訟
を取り上げ、日本国憲法に基づく人権の
保障は、差別や人権侵害を訴えその救済
を求めて政府や社会に働きかけるため
のよりどころであることに気付かせる。 

２ 平等権と共生社会 
 ◈今日の日本社会では、差別をなく

すために、どのような努力が行わ
れているのかを考える。 

  【２時間】 

（本時１／２） 

（ワークシート） 

◈同和対策審議会の答申が出され、対象地
域の人たちの生活の改善が推進された
ことや、その後の人権教育や啓発活動な
どの様々な取り組みにつながっている
ことに気付かせる。 

◈共生社会を築くために、法や制度が差
別の解消に向けた取り組みに大きな役
割を果たしていることとともに、社会の
一員である私たちの自覚と行動が大切
であることに気付かせる。 

３ 自由権 
◈日本国憲法が定める自由権につい
て調べる。 

◈歴史的分野の学習を振り返らせ、現在と
比較しながら、私たちの人権は日本国憲
法によって保障されていることに気付
かせる。 

４ 社会権 
 ◈社会権が重要な理由を話し合う。 
  

◈具体的な事例を通して、生存権、教育を
受ける権利、勤労の権利等が保障されて
いない状況があることをとらえさせる。 

５ 人権保障を確かなものに 
◈人権を確保するための権利及び国
民の義務について調べる。 

◈人権を保障するためのさまざまな権利
があることに気付かせる。 

◈教育と勤労の義務は同時に国民の権利
であることに気付かせる。 

◈「公共の福祉」による人権の制限は慎重
に行われなければならないことに触れ
る。 

５ 学習の流れ 

①自己存在感 
生徒の既習事項や生活体験、興味・関心、疑問等をもとに学習課題を設定し、
生徒の自由な発想や意見が認められる場を工夫する。 

②共感的人間関係 
安心して自由に発言できる雰囲気づくりを行い、発表や話し合い活動が、自分
の考えと異なる意見や感情を否定するのではなく、理解しようとする場になる
よう工夫する。 

③自己選択・決定 
人権問題や社会への関わり方について、生徒が自分の考えをノートにまとめ
たり、発表したりできる場を設定する。 
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（２）人権尊重の意識と実践力を養う学習活動例（２／６時間目） 

 

 

 

 

 

 

 

主な学習活動 ◈指導上の工夫・留意点 評価◇◆ 備考 

１ 資料（ポスター）のメッセ
ージについて考える。 

【個人→全体】 
（１）ワークシートに自分の考

えを書き、発表する。 
（２）日本国憲法第１３条と第

１４条を確認する。 
２ 学習課題をつかむ。 

◈ポスターの「時の経過では解決でき
ないことがあります。」に注目させ、
この意味について考えさせる。 

 
 
◈平等権の侵害が現在もなお社会に
残っていることに気付かせる。 

資料（ポ
スター） 
 
ワーク
シート 
 

３ ３つの人権課題について、
それぞれの歴史的経緯、差別
の現状、差別解消に向けた取
り組みを調べる。 

（１）部落差別について調べ、
発表する。【個人→全体】 

 
 
 
 
 
 
（２）アイヌ民族への差別、在

日韓国・朝鮮人への差別
について、どちらかを選
択して調べ、発表する。 
【個人・グループ→全体】 

 
 

◈教科書等を参考に調べさせる。 
◈「同和対策審議会答申」、「アイヌ
文化振興法」については、必要に応
じて補足説明する。 

◈江戸時代の身分制度は「解放令」に
よって廃止されたが、その後も就
職、教育、結婚などで差別が続いて
きたことを押さえる。 

◈「同和対策審義会答申」にある「国
の責務」や「国民の課題（国民的課
題）」について考えさせ、自分たち
の問題であることに気付かせる。 

◈個人またはグループでどちらかを
選択させて調べさせる。 

◈調べていない課題についての発表
を聞き、まとめさせることで、知識
を身に付けさせる。 

◈アイヌの伝統や文化を尊重するこ
とが求められていることを押さえ

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標 

◇具体的な事例を通して、人権課題のあらましとともに、法が差別の解消に向
けた取り組みに大きな役割を果たしていることを理解することができる。 

◆部落差別をはじめとする人権問題について、その現状や改善への取り組みを、
具体的な事例を通して理解するとともに、法が差別の解消に向けた取り組みに
大きな役割を果たしていることを理解する。（知識的側面） 

人権教育で育てたい資質・能力 

人権を守り、差別をなくすために、大事なことは何だろうか。 
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◈東京書籍 新しい社会 公民 「２節 人権と共生社会」  ｐｐ.４０～５３ 

◈教育出版 中学社会 公民 「２ 憲法が保障する基本的人権」ｐｐ.４０～６３ 

◈帝国書院 社会科 中学生の公民 「２章 日本国憲法について考えよう」 

ｐｐ.３４～５９ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
（３）３つの人権課題の差別解

消に向けた取り組みにつ
いて、共通することを出
し合う。 【個人→全体】 

 
５ ４ 人権擁護のための法や制度 

が整備されなかったらどうな
るのかを考え、発表し、話し
合う。  【グループ→全体】 
 

 

る。 
◈在日韓国・朝鮮人の人たちが日本国
籍を持たないことで、様々な制限が
あることを押さえる。 

◈差別解消に向けた取り組みについ
て共通することに注目させ、法や制
度の整備が必要であることに気付
かせる。 

 
◈３つの人権課題について、法や制度
がどのような役割を果たしている
のかを考えさせるため、国や地方公
共団体の取り組み例（啓発イベン
ト、パンフレット等）を紹介する。 

◇人権擁護のための法や制度の整備
により、国や地方公共団体、学校、
企業、マスメディアなど、さまざま
な組織や機関等で取り組みが行わ
れていることを理解している。 

◆法が差別の解消に向けた取り組み
に大きな役割を果たしていること
を理解している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
国や地
方公共
団体発
行のパ
ンフレ
ット等 
 

５ 資料（ポスター）のメッセ
ージについて考え、自分の言
葉でまとめ、発表する。 

  【個人→全体】      

◈資料（ポスター）の「こころ、目覚
めてますか？」に注目させ、差別解
消に向けた取り組みを保障する法
や制度の必要性とともに、社会の一
員である私たちの自覚と行動が大
切であることに気付かせる。 

資料（ポ
スター） 
 
 

 

６ 資料 

Ⅱ【知】中社 4 

 



 

【資料】「平成１４年度部落差別解消ポスター」 

（参照）東京書籍 新しい社会 公民 ｐ.４２ 

（参照）教育出版 中学社会 公民 ｐ.４６ 

（参照）帝国書院 社会科 中学生の公民 記載なし 

 

 

【参考資料】法務省人権擁護局・全国人権擁護委員連合会 

「平成１４年度部落差別解消ポスター」 

      http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00089.html 

      上記ＵＲＬからダウンロード可能 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料】「同和対策審議会答申」（一部） 

（参照） 東京書籍 新しい社会 公民 ｐ.２００ 

（参照） 教育出版 中学社会 公民 ｐｐ.２２８～２２９ 

（参照） 帝国書院 社会科 中学生の公民 ｐｐ.２２６～２２７ 

【資料】「アイヌ文化振興法」（一部） 

（参照） 東京書籍 新しい社会 公民 ｐ.２０１ 

（参照） 教育出版 中学社会 公民 ｐ.２２９ 

（参照） 帝国書院 社会科 中学生の公民 ｐ.２３４ 
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                    ３年（  ）組（  ）号 氏名（          ） 

１ 資料（ポスター）の「時の経過では解決できないことがあります。」とは、ど
ういうメッセージなのでしょうか？ 

 

  

２ 日本における３つの人権課題について調べましょう。 ※下表は東京書籍の例 

 歴史的経緯 差別の現状 差別解消のための取り組み 

 江戸時代の差別され 

た身分は、明治時代 

のいわゆる 

 

によって廃止された。 

 

 

 

明治政府は、 

 

 

をほとんど行わず、そ

の後も就職、教育、結

婚などで、差別が続い

てきた。 

◈1965年の同和対策審議会の答

申は、部落差別をなくすことが 

①          であり、 

           であると

宣言した。 

◈対象地域の人たちの 

が推進

された。 

◈19７７年からは、同和対策事業

をさらに進め、 
  

 
 

が行われている。 

◈            を通じ

て、差別のない社会が求められ

ている。 

 

 

 

 

 明治政府は、アイヌ 

の人たちの土地をう

ばい、日本人化（同化）

を強制し、アイヌ固 

有の 

 

        

した。 

 

 

 

明治政府の政策の過程 

で差別が強められ、 

 

が、踏みにじられた。 

 

◈1997年に制定された               

  

では、アイヌ文化を振興し、ア 

イヌの伝統を尊重することが求

められている。 

◈1998 年から北海道のラジオ局

でアイヌ語講座の放送が始まっ

た。 

◈2008年に国会は、 

                     

を行った。 

下線部①は、どのような意味か考えてみよう。 

 

部
落
差
別
か
ら
の
解
放 

ア
イ
ヌ
民
族
へ
の 

差
別
撤
廃
を
め
ざ
し
て 

ワークシート    「平等権と共生社会」 
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 19１０年の日本の 

  

による植民地統治の

時代に、日本への移 

住を余儀なくされた

り、意思に反して日 

本に連れて来られて

働かされたりした人

たちとその子孫が多

くいる。 

◈就職や結婚などでの

差別がなくなってい

ない。 

◈日本国籍を持たない

ため、選挙権や 

       にな

ることなども制限さ

れている。 

 

◈1996 年、神奈川県川崎市は、

公務員採用試験の受験資格から 

「          を有する

こと」という項目を撤廃。 

◈高知県などで採用や昇進に際し

ての国籍の制限を原則廃止。 

◈1994 年、全国高校ラグビー大

会において、 

           に門戸

が開かれた。 

 

３ ３つの人権課題の差別解消に向けた取り組みについて、どのようなことが共通 

していると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 人権擁護のための法や制度が整備されなかったらどうなりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 資料（ポスター）の「こころ、目覚めてますか？」は、何に目覚めて欲しいと 

いうメッセージなのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
へ
の 

差
別
撤
廃
を
め
ざ
し
て 
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２ 日本における３つの人権課題について調べましょう。 ※下表は東京書籍の例 

 歴史的経緯 差別の現状 差別解消のための取り組み 

 江戸時代の差別され 

た身分は、明治時代 

のいわゆる 

 

によって廃止された。 

 

 

 

明治政府は、 

 

 

をほとんど行わず、そ

の後も就職、教育、結

婚などで、差別が続い

てきた。 

◈1965年の同和対策審議会の答

申は、部落差別をなくすことが 

①          であり、 

           であると

宣言した。 

◈対象地域の人たちの 

が推進

された。 

◈19７７年からは、同和対策事業

をさらに進め、 
  

 
 

が行われている。 

◈            を通じ

て、差別のない社会が求められ

ている。 

 

 

 

 

 明治政府は、アイヌ 

の人たちの土地をう

ばい、日本人化（同化）

を強制し、アイヌ固 

有の 

 

        

した。 

 

 

 

明治政府の政策の過程 

で差別が強められ、 

 

が、踏みにじられた。 

 

◈1997年に制定された               

  

では、アイヌ文化を振興し、ア

イヌの伝統を尊重することが求

められている。 

◈1998年から北海道のラジオ局

でアイヌ語講座の放送が始まっ

た。 

◈2008年に国会は 

                     

を行った。 

【解答例】 

下線部①は、どのような意味か考えてみよう。 

 

部
落
差
別
か
ら
の
解
放 

ア
イ
ヌ
民
族
へ
の 

差
別
撤
廃
を
め
ざ
し
て 

解放令 

差別解消の 

ための政策 

生活の改善 

国の責務 

国民の課題 

人権教育 

人権擁護の総合的 

な施策 

施策 

言語と文化 

を否定 

民族の誇り 
アイヌ文化振興法 

アイヌ民族を先住民族と 

することを求める決議 
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 19１０年の日本の 

  

による植民地統治の

時代に、日本への移 

住を余儀なくされた

り、意思に反して日 

本に連れて来られて

働かされたりした人

たちとその子孫が多

くいる。 

◈就職や結婚などでの

差別がなくなってい

ない。 

◈日本国籍を持たない

ため、選挙権や 

       にな

ることなども制限さ

れている。 

 

◈1996年、神奈川県川崎市は、

公務員採用試験の受験資格から 

「          を有する

こと」という項目を撤廃。 

◈高知県などで採用や昇進に際し

ての国籍の制限を原則廃止。 

◈1994 年、全国高校ラグビー大

会において、 

           に門戸

が開かれた。 

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
へ
の 

差
別
撤
廃
を
め
ざ
し
て 

韓国併合 

公務員 

日本国籍 

外国人学校 
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